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占領期沖縄における慈善レベルの琉米関係

ーアメリカ人神父がっくりだしたカトリック教会の政治的独立性一

向井洋子.

The American and Ryukyuan Charitable Relations 1945-1971: 

How American Catholic Fathers Established the Political Independence 

MUKAIYoko 

要旨

冷戦期を通して、占領期沖縄の琉米関係は、主として支配一被支配の関

係で論じられてきた。しかし、沖縄のカトリック教会はアメリカ人神父が

政治的独立性を堅持し、沖縄戦で荒廃した地でカトリックの布教と社会福

祉事業を行ってきた。本稿は、ここでアメリカ人神父が構築した慈善レベ

ルの琉米関係の形成過程を歴史的にたどり、占領期沖縄に支配一被支配の

関係ではない、「トモダチJとしての琉米関係が存在したことを明らかに

する。そのうえで、沖縄におけるアメリカ観の多様性の必要性を論じていく。

Abstract 

After the Cold War period， the American and Ryukyuan Relations has been mainly 

discussed concerning “rule・coverrule" for the occupation period. However， an 

American Father Felix Ley maintained political independency， and the Catholic 
Church of Okinawa performed propagation and social work. 1 follow the formation 

process of American and Ryukyuan Relationship at the charity level that Fr. Felix 

Ley built here historically and clari命theAmerican and Ryukyuan Relationship of 

"仕iend"relations which existed in Okinawa for the occupation period. With that in 

mind， 1 discuss a variety of outlooks concerning the United States in Okinawa. 

.疏球大学非常勤講師。 AdjunclLeClurer. Unlve凶 lyof lhe Ryukyus.なお、本協は、 2015'1:1笠松ド幸

之助記念財団「助成金」を受けた成果である。

-45-



はじめに

第 2世界大戦中の終盤、沖縄本島での大規棋な戦闘が終了して以降、
アメリカ軍は沖縄に駐留しつづけている。このアメリカ軍基地の存在ゆ
えに、戦後 70年を経過しでも、沖縄が政治的論争で重要な役割jを果たす
ことは少なくない。

在沖アメリカ軍基地をめぐっては、冷戦期を過してアメリカのプロパガ
ンダが強化されてきたという歴史をふまえ、多くの先行研究がアメリカお
よび日本本土と沖縄の対立として論じてきた l。特に、占領期沖縄を倣っ
た研究は、その名の通り、「占領者」としてのアメリカを強調してきた。た
とえば、国際政治研究では、学会として「国際政治のなかの沖縄」を考え
続け 2、近年では日米安全保障体制を支える沖縄(尖聞諸島を含む)が強
い関心を集めている九また、冷戦史研究は、アメリカの強い影響ドにあ
る存在として沖縄を扱ってきた 4。さらに、ジェンダー研究でも、アメリ
カ占領下の沖縄で女性たちが冷戦構造のなかに組み込まれ支配されていっ
たと論じられている 50

しかしその一方で、在7111アメリカ軍基地への反対迎動と結びついたポス
ト・コロニアニズムの考え方が広まった。そして、ポスト・コロニアニズ
ムをふまえた女性文学やジェンダー論のなかから、「占領者」のアメリカ
から一方的に支配されているわけではない女性たちを揃きだす研究があらわ
れてきた九

新しく浮かび上がってきた沖縄女性たちと同様、アメリカ軍との関わり
をもちながら、冷戦期におけるアメリカ軍の影響下にはいることを拒否し
続けてきた存在があった。これが沖縄のカトリック教会である。アメリカ
人神父 (FelixLey、本稿では「神父」の表記で統一する)が率いたカトリ
ック教会は、アメリカの太平洋政策と関わりながらも、政治的独立性を貫
いてきた。本稿は、特にレイ神父に焦点をあて、レイ神父が教区長老務め
たカトリック教会がアメリカ軍政府および民政府と距離を筒き、社会福祉
活動を通して、友好的な琉米関係を構築した過程をl明らかにする。そのう
えで、沖縄におけるアメリカ観の多様性を論じていく。

なお、本稿の具体的な論証には、戦後沖縄に閲する先行研究、アメリカ国
立公文書館および沖縄県立公文書館が所蔵する一次資料のほか、カトリック
教会那覇司教区(占領期は「琉球教区」であったが、本稿では現行の「那崩
司教区」で統一する)広報誌『南の光明』、カトリック教会マニラ教区事務
所所蔵の文書、カトリック・カプチン・フランシスコ修道会(以下、「カプ
チン会」と表記する)およびレイ神父と続交のあった人々へのインタビュー
を用いる。
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1.アメリカ人神父の派遣

1・1.沖縄とカトリックのlU会い

沖縄とキリスト教カトリック教会の出会いは、 1844年まで遡る。フラ

ンス戦艦に搭乗したフォルカード神父とアドネ神父がやって来たからであ

る。彼らの沖縄滞在は、日本本土への入国のタイミングをうかがう目的で

あった。そのため、那覇郊外の古寺で 2年の歳月を過ごしたものの、宣教

活動を行うことはなかった。 1927年、沖縄県は鹿児島県とともに長崎教

区から分離させ鹿児島使徒座知牧区に組み込まれたが、何ら布教らしい取

組みは行わなかった。 1930年、フランシスコ会(カナダ管区)のペトロ

神父とマキシム神父が中村伝道師を伴って布教活動を開始したものの、

まもなく、在東京教皇大使が沖縄教会を閉鎖した。第 2次世界大戦がは

じまったからである 70

カトリック教会が沖縄での宣教活動を本縮化させたのは戦後のことであ

った。教皇庁は、アメリカの占領を見越し、カプチン会グアム使徒座代理

区に所属したアメリカ人神父たちに沖縄へ赴くよう依願した九

1947年 9月 l日、レイ神父はオーバン神父とともに沖縄本島に上陸し

たが、沖縄戦で荒廃した状況があり、宣教活動を行えるような状況にはな

かった。そこで、彼らは奄美大島へ居老移した。そして、奄美大島で 2年

間の宣教活動を行ったのち、 1949年 1月、レイ神父とオーバン神父は沖

縄本島へ再上陸したのである。そして、 1951年、レイ神父が「型マリア

の汚れなき御心のフランシスコ姉妹会(以下、「マリア会Jと表記する)J

を設立した。この修道会は、カプチン会とは異なり、沖縄本島を拠点とし

た新しい修道会であったo そしてこの頃、沖縄本島をめぐるカトリック教

会の組織再編が頻繁に行われ、ローマ教皇庁 (RomeCuria、以下「教皇庁」

と表記する)直轄の琉球列島使徒座管理区となった 90

1・2.教皇庁と各修道会

ここで教皇庁と各修道会の関係を整理しておきたい。教皇庁は、国務省

や裁判所を擁する行政組織をもち、世界中で活動する信徒の活動を支えて

いる。そして、日本では、宗教団体法の施行のもと、 1941 ~I~ に設立され

た「日本天主公教教団(1952年からは「カトリック中央協議会Jへ改称 )J

が全国の小教区および修道会を取りまとめる役割を担っている。この「カ

トリック中央協議会Jは、「日本カトリック司教協議会Jの運営・活動の

ためのよりよい奉仕をはかることを目的としている点で、教皇庁の下部組

織といえよう。他方、修道会はカトリック教会内のグループで、教皇庁の

許可を得ることができれば設立可能である。もちろん、教皇庁が各修道会
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の活動詳細にまで介入することはない。日本では、「カトリック中央協議
会Jと「日本カトリック司教協議会Jの述例が川滑に機能していることで、
各修道会は教皇庁の日本囲内地方事務所のような役割jを担っているので
ある loo

このような日本国内における関係とは異なり、第 2次世界大戦からアメ
リカ占領期を通し、沖縄においては修道会と教皇庁が独特の関係を作りだ
した。その問、教皇庁から直接の指示がドされたからである。戦前にはロ
ーマ教皇大使が教会を一時閉鎖し、戦後には教皇斤がアメリカのカプチン
会の神父たちを沖縄に送りだした 11。

教皇庁と沖縄の修道会が独特な関係を築いたのは、 20Ilt紀はじめの太
平洋地域の変化に遡る。当時、布教にあたっていたスペインのカプチン会
が弱体化した太平洋地域へ、アメリカ海軍が進11¥してきた。 1930年代に
なると、アメリカ海軍がグアムのチャモロ肱:をアメリカ化することを求
め、在ワシントン教皇大使経由で、教皇斤へアメリカのカプチン会宣教師を
送るよう要望した。教皇庁は、カプチン会のデトロイト管区とピッツパー
グ管区へ同時に打診し、ピッツパーグ管阪から 2人の神父をグアムヘ送る
よう要請した。だが、ピッツパーグ管区は、すでに 2人の宣教師を中国と
プエlレトリコへ送っていたので、この要請を 2{I:間保留にした。その結果、
1939年、教皇庁がカプチン会デトロイト管区へ再打診し、デトロイト管
区から 2人の神父がグアムへ送られたのである 120

なお、カプチン会が選ばれた理由は、当時、海軍でカトリック信者のミ
サを執り行っていたヘイズ枢機卿(ニューヨーク教区)がカプチン会の所
属だったからと考えられる。カプチン会のフォープス神父によれば、ヘイ
ズ枢機卿自身はこの問題に積極的に関わっていたわけではなく、むしろ巻
き込まれたという要素が強いと述べている 110

このような歴史を振り返ると、占領期沖縄におけるカトリック教会の活
動は、沖縄人のアメリカ化を推進するためといえそうだ。しかし、実際に
は異なる。それは、占領期沖縄におけるカトリック教会の活動を主導した
レイ神父の政治的独立性によるところが大きいと考えられるからである。
つぎに、レイ神父が行ってきた活動から彼の政治的独立性がどのように形
成されたのかをみていきたい。

1-3.レイ神父の政治的独立1'1:
レイ神父は、日本式の畳の生活をこよなく愛していた人物であった。

カプチン会デトロイト管区からグアムへ送られ、 1941年に日本軍がグア
ムへ上陸後、捕虜として神戸で過ごし、終戦後、グアムへ戻ったアメリカ
人神父たちのひとりでもあった。捕虜としての生活や日本について、本人
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が語ることは決してなかったという MO

そのレイ神父が捕!揖生活を終えてグアムへ戻った頃、教皇庁は、カプチ

ン会デトロイト管区へ沖縄のカトリック宣教を打診しはじめた。カプチン

会デトロイト管区を選んだ理Itlは、グアムへの宣教師派遣を引き受けてく

れたことがあったからである。教皇庁は、第 2次世界大戦後、日本の支配

下にあった太平洋の島明地域国際迎合の名のもと、アメリカの信託統治下

に聞かれると予怨していたのであろう。この打診に対し、カプチン会デト

ロイト管区では、沖縄に派遣される志願者を募った。この時、志願したの

がレイ神父だったのである 150

ただし、レイ神父が沖縄派遣を志願した理由には諸説ある。レイ神父自

身がその理由を決して諮らなかったからである。カプチン会グアムのフオ

ープス神父によれば、神戸の捕虜収容所に収監されていたレイ神父が日本

語学習に興味をもったことをあげている 16が、沖縄教区の押川司教は教皇

庁からの強い要望を指摘している 170 それでも、レイ神父が日本語を流暢

ではなかったことを考えれば、.JII'川司教が指摘したように、教皇庁からの

強い要望があったことが妥当な理由といえよう。

このレイ神父は、占領期沖縄にあらわれていた種々雑多な問題を、個人

の問題に還元した 111。政治とは一線を闘し、戦争が個人の心にある野心や

憎しみなどで生じるものであるとした。それゆえ、レイ神父は、人々の教

師たりうるカトリック信者を育成していくことを宣言したのである。具体

的には、 1954年 4月、教区広報誌 r南の光明」で、教皇ピオ 12世の言

葉を入り口に、「戦争の原因として色々なことが数え上げられるであろう

が、結局は人間の心の1=1:1に巣くっている欲望、野心、憎みが問題J19であ

り、その解決策を「先づ人間の心の中から始めなければならぬ」と述べた。

すなわち、キリストの精神に沿って生きていけば、野心や憎みはないので、

自ずと世界が平和になるという意見なのである。そして、キリスト教を学

んだ信者と神父たちに「率先してその精神に生る様日夜努力するJ20こと

を求めた。

その後も、レイ神父と彼の死後司教となった石神忠真郎は、「南の

光明Jでキリスト者としての政治的独立性老打ち出しつづけた。たと

えば、レイ神父は、 19541J: 6月に、「国と人と幸福Jと題し、精神

的存在であるキリストの存在を認めた国で幸福になることを説いた

Z10 石神神父は、「神様は何処にでもいらっしゃるものだ、何でも知っ

ていらっしゃるものだと云ふ生きた信仰をもっている人は、他人がみ

ていないからとて惑いことは出来ないのであります」とレイ神父の意

見を補足したのである 22。

レイ神父らが政治的独立性を打ち1.1.¥した理由は、沖縄のカトリック
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教徒たちを政治問題から守ろうとしたからだと考えられる。 1953年
4月 3EJ、アメリカ軍による「土地収用令」が発布されて以来、沖
縄社会は混乱していた。土地政策をめぐって反対派住民による激し
い低抗運動が繰り広げられていたからである。アメリカ軍からみれ
ば、共産主義国の「砦J となる基地を建設するための土地接収であ
ったが、反対派住民には「銃剣とブルドーザーによる土地接収J と
受け止められたお。

この状況下で、カトリック信者で慶臆義塾大学教授の松本正夫やルー
シン神父は、『南の光明』紙面で共産主義批判を行った 24ことは、見方を
変えれば、カトリック教会が土地接収をすすめるアメリカの方針を擁護
すると解釈することができた。そのため、レイ神父の政治的独立性、す
なわちアメリカの占領政策に起因する諸々の政治問題を個人の問題に帰
結させることで、それとなく信者たちの政治的な言動を抑制し、カトリ
ック信者たちが土地闘争に関わる住民たちを刺激することを避けたのだ
と考えられる。

このようにみてくると、レイ神父の政治的独立性は、必要に迫られて打
ち出されたものだといってよいだろう。そして、アメリカ本土で荒れ狂っ
ていた反共主義やマッカーシズムに呼応することなく、キリスト者として
の平和や幸福を打ち出したのである。この意味で、レイ神父の政治的独立
性は、「カプチン会神父として」の脱軍事化ともいえよう。

2.レイ神父とカトリック教会の活動-布教と慈善

2・1.修道長たちの育成

政治的独立性を表明したレイ神父は、他方、布教活動を行っていく過程
において、沖縄女性たちから喜んで受け入れられた 25。そして、これらの
沖縄k性たちのなかから、修道主の道を選ぶ者があらわれてきた。
婚姻が許されていないカトリック教会の神父にとって、理!惣の女性は聖

母マリアといってよい。レイ神父にとっての聖母マリアは、「消浄1!!t栃Jか
っ「普通の母と違って、少しの罪の汚れもないお方J26であった。この女
性観をもっレイ神父が 1951年に設立したk子修道会は、その名も「型マ
リアの汚れなき御心のフランシスコ姉妹会(以下、マリア会と表記する)J 27 
という名称となった。

「消浄無指」な修道女たちのマリア会のため、レイ神父は尽力した。
たとえば、アメリカや日本本土の修道会を訪問するたび、マリア会への
協力を要請した。そして、ニューヨークから 4名のアメリカ人修道女を
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招贈することに成功したのである 28。また、与那原町の丘の tにマリア会

の教会(聖クララ教会)を建設するため、土地の取得や建築の交渉を行った。

教会の建物は、世界的な設計事務所 SOM(Skidmore. Owings & Merrill) 
のサポートを得て建築家の片岡献に設計を依頼し、 1958年7月、 2年の

歳月をかけて、献堂する運びとなった問。

型クララ教会は、マリア会の修道女たちが活動の拠点であり、那覇市の

開南教会で行っていたミシン部とミッションランドリ一部 30と同様、経済

的自立の道を聞く役割lを果たした。この活動は、戦争で精神的にも物質的

にも困り果てた女性たちが経済的に自立するまでのものであり、沖縄女性

たちのために、沖縄k性による慈善活動であった 310 占領期沖縄において

は、アメリカ人から教会へ持ち込まれる衣類を修繕したり、洗濯したりす

ることで、貨幣価値の商いドルを効果的に手にすることができたからであ

る。このようなマリア会の活動に対する賛同が広まり、 1958年 11月に

聖クララ教会で開催した黙想会には 126名が参加した 320

マリア会のシスター永富は、レイ神父について、「絶えず心を配ってく

ださり、時には厳しく姉妹愛、信仰が足りないと叱責され、晩には一日の

釣りの大鼠した魚をそっくり下さったり、ピクニックに連れて行って下さ

ったり、トランプをしたり楽しい思い出は尽きないJ33人物だったと語った。

また、開南愛児幼稚園のシスター宮城も、「数少ない日本語のなかで意味

深い一言をおっしゃる方、物事の判断において賢明で、忍耐深く静かな方J

3.1とレイ神父を評した。

ただし、彼女たちのように、レイ神父から薫陶を受けた修道女たちは、

レイ神父と同様、「物事の判断において賢明で、忍耐深く静か」で、自ら

の活動について多くを語ろうとしない。レイ神父の修道女たちへの影響が

非常に大きかったのかもしれない。

2・2.脱脂粉乳普及の慈善活動

レイ神父が修道女たちの育成と同時に、熱心に行ったのが社会福祉活動

である。なかでも、脱脂粉乳の普及活動は、沖縄県の学校給食の原型とも

なった目。

脱脂粉乳は、レイ神父らが沖縄本島に上陸した 1947年、アジア救済連

盟による戦災者救段物資(LicensedAgencies for Relief in Asia、以下

「ララ物資」と表記する)によってもたらされた。食糧事情が極めて悪か

った当時の沖縄では、タンパク質とカルシウムを多く含む脱脂粉乳は貴重

な栄益源となりえたが、ララ物資による食料の供給量は十分ではなかった 360

そこで、レイ神父は、成長期の幼児向けに、ララ物資から脱脂粉乳を寄

付してもらう活動をはじめたのである。ただし、活動といっても極めてシ
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ンプルなものであった。沖縄を統治していた軍政府の担当者を説得に行っ
たのである 370 この方法は、 19531f~ にミシガン州立大学から派遣されて
いた家政学教授ペック (RuthPeck)が琉球大学の学生寮食堂に脱脂粉乳を
常設した方法制とよく似ていた。

しかしながら、ララ物資は永遠に続くものではなかった。しかも、戦後
の復興期、子どもの数は悶え続け、配付する脱脂粉乳が不足するようにな
ってきた。そこで、レイ神父は礼拝にやってくるアメリカ人から寄付を募
ることにした。教会の入り口に日本人の栄養失調の男の子の写真を貼った
箱を吊るし、「東洋にはこのようなあわれな子供たちがいます。あなたの愛
をこの子にJと箱に書いた。レイ神父は、こうして集めた寄付金とアメリ
カの国際カトリック福祉協議会 (NationalCatholic Welfare Council)が
集めた寄付金と合わせて、脱脂粉乳を購入し、アメリカ軍に無償で沖縄ま
で運ばせるという流れをつくったのである:ヘ間もなく、この活動にプロ
テスタントの慈善団体も加わり、その焼模は大きく拡大していった 400

さらに、 1953年、ララ物資の提供が終了すると、レイ神父らの役割
はさらに大きくなった。 1954年からリパック物資 CRyukyuIslands 
Voluntary Agency Committee: RIVAC)がはじまるまでの問、国際カ
トリック福祉協議会などが集めた脱脂粉乳がその空白を埋めたからであ
る。先にも述べたように、 1953年から 1954年は、アメリカ軍に対する
沖縄住民の限抗運動が激しさを惜していた。沖縄統治を行っていたアメリ
カ民政府 CUnitedStates Civil Administration of the Ryukyu Islands: 
USCAR、1950年に軍政府から改編)にとって、その時期、住民生活を支
える物資提供が停止ということはあってはならないことであり、レイ神父
らの活動に大きく支えられた。

こうしたレイ神父らの脱脂粉乳普及活動をもとに、沖縄の自治政府であ
った硫球政府は、 1955年から公立学校で午乳給食を開始したのである。
そして、リパック物資とカトリック教会が主導する慈善物資を併用するこ
とで、沖縄の牛乳給食 C1960年からはパン給食も併用)は、円滑に運用
することができたへ

ここまでにおいて、レイ神父はアメリカ民政府に対し特段の協力をする
ことはなかった。アメリカ民政府からも、カトリック教会に対して特段の
要請はなかった。こうしたつかず離れずの関係は、レイ神父の政治的独立
性の結果といえよう。

2・3.アメリカ民政府との訣別

アメリカ民政府の対応が変わったのは、 1961年にキャラウェイ (Paul
Caraway)が琉球列島高等弁務官に就任してからである。

司
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強権的な統治政策で知られるキャラウェイは、 1964年、民政府が蹴球

政府とカトリック教会に協定を結ばせようとした。その目的は、「保健、

福祉及び救提の目的を以て、琉球外の個人及び団体が、硫球の個人及び

政府の認めた団体に対し贈与した支給品の受領および配分を容易にする

こと」であった。そのうえで、必要な支給品の量を毎年 10月末日までに

カトリック教会へ知らせ、カトリック教会は可能な限り必要因を支給す

ることが明記された。なお、協定書案の項目のうち、カトリック教会は、

物資の管理に関する琉球政府の責任に関する部分について、 2つの懸念

が示された。第 1{こ、受取人へ引き渡される以前に使用した場合、琉球

法の範囲内で処分を行うという項目である。第 2に、物資の税関手続き、

荷卸し、取扱い等について特別措置を行うことである。カトリック教会

としては、琉球政府にそこまでの責任を負ってもらわなくてもよいとい

う考えだったのである 420

結局のところ、プロテスタント系のキリスト教奉仕団 (ChurchWorld 

Service) もカトリック教会に同意し、この協定書が締結されることはなか

った 430それは、カトリック教会の活動があくまで自主的な慈善活動であり、

公的福祉とは異なるという線引きの表明であった。また、レイ担11父が示し

たカトリック教会の政治的独立性と言い換えることもできょう。

しかし、 1966年の夏、状況が変化した。アメリカ民政府は、沖縄で牛乳

給食を維持することが難しくなってきたからである。その理由は、 1966

{I: 7月、プロテスタント系の世界キリスト教奉仕団からの「寄付」が大き

く落ち込んでしまったことにあった 440

沖縄における午乳給食が「寄付」という個人の善意に基づいたものとい

う位置づけは、これがアメリカの圏内法に沿ったものだったからである。

すなわち、農産物貿易促進法 (theAgricultural Trade Development and 

Assistance Act of 1954. PL-480あるいは Foodfor Peace) .15は、国務

省と農務省が協力して、アメリカと友好関係にある国が戦争ないし天災で

被害を受けている場合、食料などの物資を支援する法律であった。国外の

人道主義的プログラムに利用するのであれば、宗教団体や慈善団体からの

寄付も受け付けることができた。この農産物貿易促進法はイギリスやカナ

ダを含んだアメリカの同盟国老対象としていたが、 1961年、大統領ケネ

ディが国外への食糧援助部分を強化し、運用が変化した。このとき、カト

リック教会を中心とした沖縄の学校給食支援はタイトル皿と規定され、 jlll

縄の圏外への食趨支媛プログラムが慈善団体によるものとしなければならな

くなったのである 460

農産物貿易促進法に則するため、アメリカ民政府福祉局のサン (Winston

Sun)大佐は、一計を案じた。世界キリスト教奉仕団をこの事業から除外し、
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他の慈善団体を取り込みながら、 1966年 10月までにタイトル Hの事業
へ変更を提言したのである。この事業をタイトル日に変更すれば、脱脂粉
乳を連邦政府の予算で買い入れることができた 470

しかし、アメリカ本国農務省はサンの提案に否定的だった。 11月 14EI、
アメリカ本国からは、「緊急措間的に必要な 11月と 12月分の脱脂粉乳は、
船便で送った。万一、船便が到着しない場合は、民政府が政治問題になら
ないよう最大限の努力をせよ」との打電があったにとどまったからである 411。

このアメリカ本国からの指示は、牛乳給食が中断する可能性も宇んで
いた。そのため、 1966 if~ 1 1月 21日、琉球政府行政主席の松岡政保は、
アメリカ側から学校給食用の脱脂粉乳を提供してもらえないのであれば
琉球政府の予算で購入したいと新任の高等弁務官アンガー (Ferdinand
Unger)へ伝えた 490

それでも、学校給食物資の不足問題は根本的に解決されることなかった。
結局、民政府福祉局は、沖縄の近くに駐留するアメリカ軍の部隊から物資
を暫定的に「借りる」という形で苦境を切っていた。そこで、福祉局のサ
ンは、本国に対し、民政府は給食物資の不足を政治問題化したくないこと
を打電したのである。だが、高等弁務官アンガーはサンの行動を行きすぎ
だと感じていた。そこで、アンガーは、 12月 14日、先の福祉局からの打
電は彼らの暴走であり、 1967年度で農産物貿易促進法に基づく牛乳給食
支援事業を廃止すると本国へ報告した 500

このアンガーの決断を受けた民政局連携部のパーンズらは、 1967年4
月、牛乳給食事業に関わってきたカトリック教会のレイ神父から彼の意見
を聞くべく、会談した。ここにおいて、レイ神父は沖縄のカトリック教会
が民政府の意向を受けて活動を変えることはないと断言した。レイ神父ら
沖縄のカトリック教会がこれまでの活動を変えることがあるとすれば、
東京の教皇庁大使からの指示に従う時という理由であった 510

自らが主導してきた事業が打ち切りになろうとしているときでも、レイ
神父は抗うことをしなかった。レイ神父らの慈善活動を強調するわけでも
なく、神に仕えるキリスト者として、時代の流れに寄り添ったのである。
こうして、沖縄県の牛乳給食事業は、松岡政保が申し入れたように、琉球
政府の予算で運営される事業へと移行していった。

おわりに

1972年 1月 24EI、沖縄の本土復帰を目前に、レイ神父は天に百され
た。永遠の眠りについたレイ神父の遺体は、アメリカ陸軍病院に移され、
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長期保存の処置を施された。そして、沖縄のカトリック信者たちによって、

盛大な別れの儀式が行われた 520

沖縄の人々は、レイ神父を「包容力、忍耐力を帯びておられたJ53と評

した。たとえば、教区事務所に勤務していたカトリック信者の渡久川兼義

は、「他の人よりも肌で感じるあたたかさを身につけておられたJ54と述べ

た。カトリック信者以外では、告別式に出席した琉球政府行政主席の屋良

朝苗が「沖縄の戦後の長い困難な時期を沖縄の人々のためにお働きになら

れた方でしたJと弔辞を述べた。そして、「なかんずく琉球政府との協力

のもとに全琉の学校給食計画及びあらゆる生活困窮者や身体陣碍者に対し

温かい愛の手をさしのべられJ55と、故人をしのんだ。

このようなレイ神父評は、資料に残るものでも、当時を知lる人々へのイ

ンタビューでも、ほぽ同様である。旧日本軍の捕崩を経験し、アメリカ海

軍との関わりが深いカプチン会から、アメリカ軍が占領rl:tの沖縄へ派遣さ

れたアメリカ人のレイ神父の心1:j:1は察するに余りある。そうしたなかでレ

イ神父が貫いたのは、彼の政治的独立性であった。ローマ教皇および教皇

庁を盾に占領期沖縄のアメリカ軍政府および民政府の統治政策から可能な

限り距離を置いたレイ神父は、沖縄の人々の自立を支える福祉活動に尽力

した。そして、沖縄の経済復興が進み、琉球政府の社会福祉制度が整備さ

れていくと、レイ神父は社会福祉活動から手を引いていったのである。

これまで述べてきたレイ神父の活動に注目すると、占領期沖縄の米疏関

係には 2つのレベルが存在したということができる。第 1に、在7111アメリ

カ軍在中心とした政治レベルの琉米関係である。ここでは、支配者として

のアメリカ軍および軍政府、民政府と、被支配者としての琉球政府が中心

となる。第 2に、アメリカ民間人老中心とした慈善レベルの琉米関係であ

る。慈善レベルの琉米関係では、「トモダチ」であった。困っている

「トモダチ」に手を差し伸べるアメリカ人と、その手を借りて自立し

ようとする沖縄の人々が中心となる。この慈善レベルの琉米関係は、本

稿が論じてきたレイ神父のように、アメリカ民間人が政治問題と距離を

置くことで形成されたものである。

もちろん、レイ神父がキリスト者として脱アメリカ化したという解釈も

あろう。しかし、レイ神父がアメリカのカトリック教会を過して、沖縄の

カトリック教会への寄付や協力を募っていたことを考えれば、脱アメリカ

化とまではいえない。むしろ、脱軍事化という方が適当であろう。

最後に、アメリカ占領期の沖縄において、こうした怒善レベルの琉米関

係があったことは、カトリック信者や社会福祉に拠わっていた人々以外に

ほとんど知られていない。私的慈善事業や社会福祉の領域では、レイ神父

が構築したような、極めて親密で友好的な関係が存在したことも知られて
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いない。だが、この関係が歴史的事実として存在したことは、見逃しては

ならない。支配一被支配ではない琉米関係を掘り起こし見直し、沖縄にお

けるアメリカ観の多様性老明らかにすることは、研究上、極めて重要なこ

とだからである。
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Telegraph: ERCAOOSW 10 MICOMRY OKINAWA RYIS. 24 August 1966. 

Telegraph: HICOMRY OKINAWA RYIS to DA. 14 October 1966. 

Lelter: Matsuoka to High Commissioner of the Ryukyu Islands. 21 November 1966. 

Telegraph: HICOMRY OKIANAWA RYIS. 20 April 1967. 

Roman Catholic Archdloceses of Manila. Box 36. E.15 of RGI. S.05 and Other omces Pontifical 

Mission Society and Union of Clergy G目 MandatedOrganizations. Folder No. 6. 

lelter: Edwin R. Ohama. Bishop-Elect of Kansas City of Natlonal Calholic Social Action 

Gongress 10 Archbishop of Manila. 4 May 1939. 

Letter: Archblshop of Manila 10 Father. 5 December 1939. 

Letter: Conrado Ma Qulambao 10 Archbishop of Manila. 6 September 194 1. 

1111刷タイムス、 1972{I' 2 J-J 2 EI。

カトリックJ111M司教1)((1974) ~'25 年誌はばたき.1 ~I 費、沖縄。

カトリック1111朋!li教l副広報誌「南の光明』創刊号 (1953)・224号 (1972)。
)1/.'1: i'i (1952) t.ララ記念誌」。

米同民政府 r今FIの崎球ij 1962 ilo 12月号。

アメリカ1M紛i'ilt宣史郎 https://history.state.gov/milestones/1961-1968/pl・480

(2015 {ド5月6I1アクセス). 

沖縄県公文書館 hltp:/ /www.archives.pref.okinawa.jp/publication/2013/03/post-162.html 

(20日 {I'5月611アクセス). 

沖縄県Ij' http://www.pref.okinawaJp/site/ chijiko/kohokoryu/kense/ publicity /kohoshi/ 

kohoshi/back/20 13/ docu ments/ 1 0・II_4.pdf. (2015 {I' 5月611アクセス)。

カトリックJJlI朋教t(事務所 hltp:/八，vww.naha.catholicJp/kyoukunoayumi.htm

(2015{1，5H 1011アクセス). 
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カトリック中央協調会 hUpJ Iwww.c同.cat加licJp/Jpnlcbcj/gs配 htm(2015年5月 10日アクセスト

カプチン修迎会グアム教1)( .Our Legacy. http://www.thepacificaps.com/lndex.php?pg= 

our_legacy (2015 il: 5月 1011アクセス). 
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